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気象庁・気象学会共催

ソ連来日学者による気象講演会講演要旨＊

　　　　　　　　　　　ソ連における気象学の現状について

一訪日ソ連気象学者　Y・B・フラブロフ博士，P、N．ウリバエフ博士の講演要旨一

　昭和39年9月7日午後．来日中のソ連の2人の気象学者を迎えて，気象学会と気象庁の共催による講演会
が・気象庁講堂で行なわれた．一昨年末の中共の顧震潮博士に続き，多年の懸案となっていたソ連気象学者

の講演とあって・会場は満員の盛況であった．通訳をしていただいた和田哲夫氏のお骨折もあって，日頃，

われわれの知ることがむづかしかったソ進の気象学のいくつかの断面が明らかにされたと思われるので，以

下に要約して掲載することにした．当日の記録と，その取りまとめをお願した北原英」．久保木光煕，河村

武の諸氏に謝意を表したい．

　なお・講演終了後・学会の主催で，両博士と折から来日中の・・ンガリア気象研究所R．チェルナイ博士

の歓迎レセプショソが気象庁内で開かれた．両博士から，今後両国の交流がますます盛んになるようユ＿モ

ァを交じえた挨拶があり・和やかな雰囲気のうちに終了した．　　　　　　　　　一講演企画委員会＿

ソ連極東地域の水理気象について

　　　　P．N．ウリバェフ博士

（ウラジオストック極東水理気象科学研究所長）

　ソ連の束部シベリァおよび極東地域には，私のいる極

東水理気象科学研究所の他に，下部機構として7鯉気象

業務を行なうZ鯉気象機関があるので，まず後者から話

を進める．この地域には次の9地点すなわち，クラスノ

ヤルスク，イルクーツク，ヤクーツク，チタ，ハパロフ

スク・ウラジオストック，マガダン，サハリソ，カムチ

ヤッカに水理気象局がある．これらの水理気象局には定

員100名程度の気象台が併設されている．各水理気象局

の管内には70～80地点の水理気象観測所と130～140地点

の気象観測所がある・その他にやや大きい都市には定員

100名位の気象台が，またウラノフ，ブラガビェソスク

などの中都市には定員25名程度の測候所がある．

　これらの水理気象局に勤務している7姻気象学者達の

任務は，その地域の農業，工業，漁業などの産業活動や

交通運輸などの円滑な運営をはかることにある．水理気

＊Summary　of　Lectures　by　Visiting　Russian

　Meterologists．

　Y．B．Fravrof　and　P．N．Uribaef：　Present

　Situation　of　Meteorology　in　U．S．S．R　デ

1964年11月

象局の業務は，現在および将来の天気気温，河川・湖

の水位，氷の状況水温など漁業に関係する事項の情報

を発表することである．気象台の主要な業務は，、管内の

各観測所で観測された気象・水理気象・海洋・高層気

象・農業気象などの観測資料を収集して誤りをチエック

し，月報，年報などの印刷資料として出版することであ

る．規模がより小さい測候所では天気予報や水理気象予

報（波・水位・氷など）を行なうのが業務である．

　次に東部シベリアおよび極東地域における気象資料・．

Z鯉気象資料の収集と利用にっいて述べる．たとえば，

イルクーツク地区には100地点内外の観測所があり，1

日8回，気象台に観測結果を通報している．またこれら

の観測所のうち，ある程度の面積の地域を代表する地点

（東部シベリァ・極東地域全域で約50地点）の資料は，

この大地域の中心であるハパ・フスクに通報され，ハバ

・フスクから無線で放送が行なわれている．日本で受信

しているのはこれである．したがってハパロスフクでは

全観測所の観測資料を放送しているわけであはなく，水

理気象や農業気象に関する資料は放送されない．
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　極東地域の測候所の出している天気予報は，毎日の予

報，3日予報，5日～6日予報（シノプティック期間予

報），1箇月予報などで，このほか毎月5日には次の月の

予報（55日予報）を出している．水理気象予報には，河

川の解氷予報（45日予報），結氷予報（1箇月予報），河川

の1箇月間の最高水位・最低水位の予報，極東における

汽船の航路の氷の予報（オホーツク海・ベーリソグ海），

樺太付近の沿岸の毎日の波の予報などを出している．こ

のほか，漁業に関係しているところでは，水温の予報を

し，漁業組合はこれにもとづいて，漁船の航行計画を立

てる．農業気象の分野では，極東における主な殻物の播

種期間の予報，発芽予想，出穂期，収獲期の予報を行な

い，農業関係の機関で人員や機械の配置計置計画を立て

る上に重要な役割を果している．農業気象の研究は中央

気象研究所や各地区の研究所から出版されている文献に

掲載されている．

　次に極東水理気象科学研究所（極東水理気象総局）の

機構と業務にっいて述べる．この種の研究所はモスクワ

の管轄下にあり，全国で7箇所にある．人員は255名で

うち約100名が男性で，女性研究者の中には修士の学位

を持っている者もある．機構は7課と2研究室より成

り，6隻の海洋研究船を持っている．その内訳は，気象

課，長期予報課，高層気象課，農業気象課，陸水課，水

理予報課，海洋課，水理化学士壊研究室，放射線研究室

である．気象課は短期予報の研究，長期予報課は長期予

報の研究のほか，極東全域の海洋・沿岸の予報を行なっ

ている．高層気象課は海洋研究船の観測資料を用いて太

平洋上の高層気象の研究を，また農業気象課は各地の播

種から収獲までの種々の研究を行なっている．（夏期は

現地に出掛けて資料を収集し，冬期は理論的研究を行な

う）．陸水課は河川・湖沼の研究を主要な業務としている

が，水力発電計画や大都市の水供給の間題と関連して，

パイカル湖その他の河川の年間の流量計算をも行なって

いる．水理予報課は河川流量の理論的研究を，また海洋

課は太平洋全域の海洋研究の計画と実施にあたる．水理

化学土壊研究室は，極東の海洋研究，7鯉化学研究，土

壊物理学の研究にあたっているし，放射線研究室は放射

線の研究を行なっている．

　これらのところで現在行なっている研究テーマの主な

ものは次のようである．総観気象に関係した分野では，

自分の地域の予報理論の改善の問題が採り上げられてい

るし，長期予報に関係する人々は，長期予報の手引の作

成に努力している．海洋研究者は次の3問題，すなわ

ち，（1）極東の主要な漁場の水温の研究，（2）海氷に関連し

た商船の航路の枡究，（3）極東の海および太平洋の海氷資

料の整理と体系化，に取組んでいる．また高層課ではジ

エット気流の研究と極東地域の飛行場の低い雲の研究と

を実施している．とくに後者は未解決の間題が多いの

で，研究者は自分自身で飛行機に乗って雲のまわりを飛

行し，資料を収集している．

　最後に海洋研究船にっいて．6隻のうち4隻は400ト

ソ位で，一・般の海洋研究に従事している．他の2隻（ボ

エイコフ号とサカリスキー号）は約3，600トンで，1959

年以降，太平洋の研究や50km以上の高度に・ケット

を打ち上げて高層大気の研究にあたっている．航海は，

ウラジオストックから1800E350Nの地点まで行き，

さらに450Sまで南下して，出港後約100日間で帰港す

る．一昼夜に240マイルを航行し，毎日，海底までの測

水の他，4個のゾソデと高層・ケットを発射する．この

航海では大気と海洋の観測を同時に行なうので，大気と

海洋の間の相互作用の研究に大変に役立っている．なお

この研究船は3月頃に横浜港に寄港するので，関心のあ

る方はぜひ参観されるよう希望する．

　講演の内容をまとめやすいよう多少入れ換えたり，書

きかえたりしたので，講演と多少ニュアソスが異なる点

があるかもしれない．そのような点はすべて要約者（河

村武）の責任である．

ソ連の長期予報について
　Dr．Y．B．フ　ラ　ブ　ロ　フ

（モスコー予報中央研究所長期予報課長）

　ソ連の長期予報についての講演を頼まれました．もち

ろん短い時間では歴史の全部を話すことはできませんの

で，興味ある点だけを話します．ソ連はレギュラーに長

2

期予報の発表を始めた最初の国であります．ソ連の最初

の15日予報は1922年にはじめて行われました．最初に

この道を開いたのは有名なムルタノフスキーでありま

窯天気”11．11．
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す＊・1941年からは長期予報の新聞発表や放送を開始し　　洋・ヨー・ッパの3っの区域で，それらの領域ではそれ

ました・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞれの大気の南北混合がおこっています．zonal　index

　現在のソ連の長期予報の種類は3日予報，1週間予

報　1か月予報です．一番成績がよいのは3日予報で，

次は週間予報です．1か月予報は大変むずかしい．しか

し最近ソ連では1か月予報が大変重要なものになってき

ました・予報の成績にっいては3日予報はあてずっぽう

な偶然な結果に較べ18～20％よく当たります．週間予報

は14～16％，1か月予報は最も悪く10～15％であります．

　長期予報の理論は幾つかあります．3日予報にっいて

はシノプテイックな方法の他に数値予報の結果も用いら

れており，48時間，72時間のプ・グノも作られます．力

学的な方法は残念ながらまだ充分なものになっていませ

ん・そのため気象学者には今後の研究改善に期待される

所が大きい・予報の仕事を助けるために暦日の資料ばか

りでなく，自然期間＊＊（Natural　Synoptic　Period）の

ー資料も毎日作って提供しています．

　週間予報にも幾つかの方法がありますが，これにっい

ては私が英文で本を書いていますので参照して下さい．

統計的な方法にっいては後でのべることにします．週間

予報には類似も使います．類似は詳細な予報をする助け

になっています・また私達は各々の予報の適中率にっい

て・気候学的な予報区分に従った地域毎の適中率を出し

ています．

　週間および1か月予報の統計的方法は次のようであり

ます・大気の大循環の指数としてzonal　index（Z．1．）ば

・かりでなく，meridional　index（M・1．）もとっていま

す．zonal　indexは気団の東西方向の変動を，meridiona1．

indexは南北変動の程度をあらわしています．北半球は

その変動の特徴から3っの区域に分けられます．すなわ

ちユーラシヤ大陸・大平洋・アメリカ地区，それに大西

＊ムルタノフスキーは1915年にレナ川及びカラ海の結

　　氷に関する予報を発表し，失敗した．そのため当局

　から長期予報を公表することを禁止された．その後
　　も引き続き研究を発展させ，1922年イルメγ湖の洪

　水予報に成功し，禁制がとかれた．ただし季節予報

　にっいていうならぱインドのモソスーン予報が最初
　である．
ヰ＊ある一定の大規模な気圧配置によって高低気圧の境

　界がきまる．この境界線の配置の大勢が変らない期

　間をいう．この思想はソ聯の長期予報の特徴的な基

　本的概念である．NSPには二つの予報に有用な特
　性がある．①高低気圧の経路が一定に保たれ，天候

　の推移の大勢がきまる．②期間は季節によって異な

　るが，6～9日が多い．

とmeridional　indexはおのおの次の式で与えられます，

H1 H2

尽

　　　　△丑
Z．1．＝h

8

　　　　△HM．1．＝h

（1）

θ

（2）

6は何れも3～6度の緯度，

経度で，△πはその高度差で

あります．このような指数が

わかったとき，これを前兆と

して，ある自然期間の500mb

のgrid　pointの高度は次の予報式で与えられます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　H50，》＝Σα1∫汁Σβ（ZJ．）十Σγ（M．1）　　　（3）
　　　　　　乞自1　　　　ゴ＝1　　　　　　　κ＝1

　予報はこのような28個の回帰方程式を解いて得られま

す・この方程式を解くために100～150の例をとって，誤

差を最小にするような係数α，β，γを決定します．得ら

れた経験的影響関数は次の予報期間の特徴を明瞭にしま

す．この場合synopticprcceSSの大体の特徴は解る

が，その強さの程度にっいては完全に正しくはない．そ

れで現在卓越している自然期間の特徴とζの予報式で得

られた統計的な結果を総合して予報するとかなり成功的

に予報することができます．週間予報の話を終ります

が，今後より効果的な予報を出すためにはjet気流と

前線帯の役割を研究することにより，綜観的なマク・プ

・セスの研究が必要であります．

　次に1か月予報についてのべましよう．例えば月平均

の気温の予想の一っの方法は次の式で与えられます．

1964年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　△丁観＝Σα△丁配．1十Σβ（z．1）十Σγ（MJ）　（4）

　　　　　　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　　》

　△丁襯一・は翌月の気温（偏差）を支配する8個の作用中

心の気温偏差であります．大気循環の作用中心としてア

リューシヤソ低気圧，ハワイ高気圧，アイスランド低気

圧，アゾレス高気圧などが注目されています．このよう

な予報式によって次の月の平均気温や予均気圧の偏差が

わかります．ソ連では1か月予報はその予報月の20日前

に行ないます．1か月予報にも類似が使われています、

所で1か月の特徴たとえば強い寒気や大雨を予報するた

めには類似だけでなく，次の方法も使っています．もし

長い間の暖かい月，寒い月にっいて研究すると，ある期

間は寒気に，ある期間は暖気におおわれるのが解るはず

3
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です．ですから1か月の平均気温，平均気圧の時系列を

研究すれば何時寒くなるかが解ります＊．1か月予報で

更に重要視しているのは前年1年間の天候の経過をみて

行くと，それによって予報の質はいちぢるしく向上しま

す．

　今まで申し上げたことは対流圏にっいてですが，最近

ソ連でも成層圏のマク・プ・セスの研究をする人達が増

えて来ました，確かに数10kmの高層気流の研究によ

って天気変化の別な原因がわかって来ました．すでに太

陽活動の微粒子放射によって天候が変ることが知られて

います．最近ソ連のパゾー・フがこの事に関して本を書

いています．粒子放射のメカニズムは解かりませんが，

天気に影響のあることははっきりしています．ソ連では

1か月予報については予報根拠の経験確率を各地区から

集めて，それを公表される予報の参考にしています．

　　　　　　　　　　　（文責北原英一，久保木光煕〉

　言葉や講演時間の制約のため充分に意をつくせません

がさらに詳しく知りたい方は次の二三の文献を御参考に

して下さい．

参　考　文　献

1）三友栄，1957：歴史的にみた各国長期予報の発
　展（2），測候時報，Vo1・24，2号　73－77

2）倉嶋厚，1956－1957：ソヴェート気象学の展望
　（7，11），測候時報，Vo1・23，12号，Vo1・24・

　　4号
3）須田健，1959：ソ進邦の長期予報事業，気象研

　究ノート，10，211－219．

　特に最近の技術的な間題にまで詳細を紹介した

　ものとして
4）須田建，1962：外国における長期予報の現状・

　（1），昭和36年度全国長期予報技術検討会資

　料，気象庁予報部．

＊詳しい説明がなかった．

【口絵の説明】

茅ケ崎の西方に見られた地形性の雲

　7月22日（昭和39年）は晴天で朝から非常に湿った感

じの強いSの風が吹いていた．おひるすぎ，何気なく屋

上の展望台にのぽってみると，西の方の松並木の上に，

いっもとはちがった異様な雲の一部が見えた．早速海岸

に出て，砂丘にのぽって見ると，写真のような，なめら

かな提防状の雲が海岸から内陸に向って発生しているの

が見られた．

　この雲は，湿度の高いSの風が，大磯（参考地図B）

から国府津（参老地図C）にかけて海岸ぞいに発達した

山地の斜面をのぼるときに発生した地形性の雲であろう

と考えられる．参考地図Aは撮影地点．

　筆者は茅ケ崎に移住してから丸四年になるが，その間

にこのような雲は一度も見たことがない．それで何か普

通とはちがった気象状態によって生じたものと老えられ

る．

　22日の天気図日記（天文と気象月9月号）によると，

「梅雨あける．本州南岸ぞいにあった前線は午後はぽけ

て，梅雨あけ．東京も8日ぶりに晴間がでて，最高は

210Cにあがった⊥

　23日は「太平洋高気圧が強く張りだしすっかり夏型，

今日は暦の上でも大暑，東京は朝から快晴の33・70Cの

暑さで，水キキソはいよいよ深刻」

　となっている．　（伊藤洋三）

　何か付言をということで書ぎだしてみたがペソがすべ

らない．みごとな写真を見ているだけで何時間もすぎて

しまった．魅力のある雲である．美しい雲である．まの

あたりこういう雲に対面された伊藤洋三さんをうらやま

しいとも思う．なみなみならぬ精進と，すぐれた目と，『

技術の結晶であろう．すぐ上空層に積雲が点ダとしてい

るから梅雨があけた空である．上層雲が広がっているの

も梅雨のなごりらしい．問題の層積雲は国際雲図帳に

conjoined　orogrophic　cloudとあるものと同種であろう

とはいえるが，どうしてできたかとなるとはっきりしな

い．平塚，国府津間の海面に広がる湿潤な低い空気に原

因があるのか，海岸近くまで近づいている丘陵の方に原

一因があるのか，国府津から小田原かすか1こ見える接地煙

霧層がどういう役をするのかはっきりしない．やはり地

形性層積雲というくらいしかいいようがない．それにし

てもみごとな雲である．（伊東彊自）
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